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１ 治療と仕事の両立支援とは 

２ 両立支援の進め方 

３ 治療者の心理状態を理解する 

４ 健康情報は慎重に取り扱う 

５ 職場復帰者の声 

６ 産業保健総合支援センターをご利用ください 



病気を抱えながらも働く意欲・能力のある労働者が 

 ・仕事を理由として、治療機会を逃すことなく 

 ・治療の必要性を理由として、仕事の継続を 

  妨げられることなく 

 ・適切な治療を受けながら生き生きと働き続けられる 

     社会を目指す取り組み 
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 １治療と仕事の両立支援とは 

⇒ 事業場における治療と仕事の両立支援のための 

   ガイドライン（H28.2) 公表 

・国の方針として働き方改革実行計画で提唱 



・病気の治療 

・子育て 

・介護 

働き方改革の９テーマ 

 仕事の両立 
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両立支援の困り事は実に多い 

光熱費 

教育費 

医療費 

食費 

借財 

子育て 

家事 

仕事 

近所付合い 
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患者のA子さん 予後 



両立支援の登場人物は実に多い 

患者のA子さん 

医療チーム 
 主治医・看護師 
 ソーシャルワーカー 
 作業療法士など 

妻・母親・嫁 

ママ友 
地域住民 

同僚 

上司 

産業保健スタッフ 社労士 
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職 場 

両立支援に関わるみんなの困り事は様々 

病気のことはわからない 

留意点？ 
予後・再発？ 
安全配慮 

落とし所が
大切になる 
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患者のA子さん 

手続き？  
制度？ 

病気・生活・仕事 
どうすればいいの 

患者 
労働者 

家 庭 

医 療 

職場・社会のことはわからない 

作業内容？ 
配慮内容？ 
社会制度？  



 ・厚生労働省ガイドラインでは 

   がん、脳卒中、肝疾患（肝炎）、難病 
 

 ・メンタルヘルス分野  うつ、適応障害 

 ・代謝性疾患（糖尿病）、腰痛、外傷（骨折、脊髄損傷） 

 両立支援が必要な疾病 

 ・長期休業から復職を目指すことが多い 

   がん、脳卒中、肝炎、難病 など （障害を伴うことも多い） 
 

 ・通院治療との両立を目的とすることが多い 

   がん（外来治療）、糖尿病、メンタル不調 など 
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 ２ 両立支援の進め方 



  

 ・発症前に就労していた方 
 

 ・就労を継続する希望がある方 

   （本人の意思確認が大切） 
 

 ・支援介入に同意のある方 

   （要配慮個人情報 病歴・既往） 
 

支援の対象となる方 
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 支援対象者の事例 

10 

 ２００Ｘ年５月 乳がん：片方乳房全摘出術、抗がん剤・放射
線治療 

・入院10日間。入院中は非常に落ち込んだ。「診断で初期がんで
はなかったので、長く生きられないかも」と思った。 

・しかし順調に回復し、自宅療養２か月間の後、復職を考えた。 

・主治医 「働けます。通院治療・定期的健診を受ければ大丈夫」 

・夫 「できるだけ協力する。」 

・でも、職場や家族に迷惑をかける、と思うと心苦しい。 

・復帰時に、子どものママ友や職場の人から同情・憐みの目で 

見られるかも。手術して健康な人とは違う様になってしまったし。 

抗がん剤や放射線治療の副作用も意外にきついし。 
  

             でも、仕事はやめたくない。できるだけ頑張ろう！  

Ａ子さん 43歳 会社員 
家族：夫、子ども（4歳） 



 実際によくある両立支援の構図 

従業員50人

未満の事業
場では選任
の義務なし 

産業医 

復職可否の判断・決定 

事業者 

主治医 労働者・患者 診断・治療 

中小企業では
職場と労働者
での話し合い
になるケースが
ほとんど 

衛生管理者 

意見の
調整 

相談 
報告 

相談 

相談 

就業継続可否、措置、配慮に
関する意見聴取 

産業保健スタッフ 

復職支援プラン 
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相談 

https://3.bp.blogspot.com/-vSQVz9ILd7I/VtofTTKo9KI/AAAAAAAA4Wo/bVW_RMat7oY/s800/building_kaisya.png
https://1.bp.blogspot.com/-LSCklp2fqOI/Vkcaeten8KI/AAAAAAAA0cM/r_CPwIofBVQ/s800/dai_byouin2.png


 両立支援コーディネーターの役割 

事業場 

労働者（患者）・
患者家族 

事業者 主治医・看護師
医療ソーシャル
ワーカー 

患者さんを中心に医療機関
と企業との間で情報共有、
仲介、調整の役割を担う 

相談 
治療と仕事両立プラン作成支援 

両立支援 
コーディネーター 

医療機関 

職場情報・治療状況を共有 
継続的に支援 

両立プラン作成 

産業保健スタッフ 
人事労務担当者 

【なり手】 
医療ソーシャルワーカー 
看護師・産業カウンセラー 
人事労務担当者 
産業保健スタッフ 

社会保険労務士など 
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  ・基本方針等の表明と労働者への周知 

  ・研修による意識啓発、制度や体制の実効性確保  

  ・相談窓口、申し出方法の明確化 

  ・休暇や勤務制度の整備 
  【休暇制度】  

    年次有給休暇、時間単位の年次有給休暇、傷病・病気休暇 

     【勤務制度】   

     短時間勤務制度、時差出勤制度、 在宅勤務、試し出勤制度 

  ・申出があった場合の対応手順、関係者の役割整理 

  ・関係者間の円滑な情報共有のための仕組みづくり 

  ・労使の協力 

「治療と仕事の両立支援」のために事業所が 
 準備すること 
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 個別の両立支援の進め方 

事業者が就業継続の可否、就業上の措置及び治療に対する配慮に関する 

産業保健スタッフ（産業医・衛生管理者等）の意見を聴取 

休業開始 

職場復帰 

事業者が産業保健スタッフ，主治医と 

連携し両立支援プランを作成 

プランに基づく実施・フォロー（計画の見直し） 

休業期間中のフォロー 

労働者が事業者へ申出 

事業者が労働者の確認を得て「業務内容・勤務情報」等を主治医に提供 

主治医が労働者の確認を得て、働き続ける上で望ましい 
配慮を記した「意見書（診断書兼用）」を事業者に提供 

働きながら治療 
就業継続可と決定 

休んで治療 

事業者が主治医，産業保健スタッフの意見を勘案し、就業継続の可否を判断 

勤務情報 作成 

意見書 確認 

プラン作成 

https://3.bp.blogspot.com/-vSQVz9ILd7I/VtofTTKo9KI/AAAAAAAA4Wo/bVW_RMat7oY/s800/building_kaisya.png
https://3.bp.blogspot.com/-vSQVz9ILd7I/VtofTTKo9KI/AAAAAAAA4Wo/bVW_RMat7oY/s800/building_kaisya.png


日
常
生
活
へ
の
適
応 

 0        2週間  時間 

がんによるストレスへの心の反応 

国立がん研究センター情報サービス「患者必携がんになったら手に取るガイド 普及新版」より 15 

３ 治療者の心理状態を理解する 



16                                   キャンサーソリューション 桜井なおみ氏 提供 

・患者の心と身体が落ち込むのは診断直後と外来通院中 



・両立支援を行うためには、病名や症状、治療の状況など、病気 

 に関する情報が必要です。しかしこれらは要配慮個人情報です。 

・心身の状態の情報の取扱いの原則※（情報性質による分類）により、  

 同意を得る必要がある情報については、特に慎重に取り扱う。 

・対応時は本人の同意を得た上で、就業上の措置、治療に関する  

 配慮を実施するため、必要な情報のみが開示されることになる。 

・本人から詳しい情報を直接聞いている場合であっても、本人に 

 了解なく、第三者に話したり提供してはいけない。 

 ４ 健康情報は慎重に取り扱う 
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 労働者の心身の状態に関する情報の適正な取扱いのために事業者
が講ずべき措置に関する指針 （平成３０年９月７日） 



 婦人科系疾患のため、病名や治療状況はチーム内だけ

に留めてもらいました。手術後に復職した直後は、 

手術の影響で腕が上がらず、パソコン作業などがきつい 

こともあり、適宜休憩を取りながら仕事をしました。 

 手術後、放射線治療で通院が複数回あったのですが、

時間休（時間単位の有給休暇）をとり通院しました。 

 治療中は体がだるく通勤の負担を軽減するため、満員電

車を避けられるように出社を1時間 

遅らせてもらいました。 ４０代 
（乳がん） 
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 ５ 職場復帰者の声 



①事業者や人事労務担当者などからの両立支援に関する相談 
 

②事業場を訪問し、状況にあった具体的な助言および、 

  治療と仕事両立への理解を促す教育の実施 
 

③労働者が治療を受けながら仕事を続けるための、事業場と 

  患者（労働者）間の調整支援。両立支援プラン作成の助言 
 

④産業保健総合支援センターで、両立支援を普及促進する 

   ための事業者等に対する啓発セミナーの実施 

両立支援促進員が治療と仕事の両立支援を無料でお手伝い 
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６ 産業保健総合支援センターをご利用ください 



両立支援促進員の役割 

事業場 

労働者（患者）・
患者家族 

事業者 
主治医・看護師

ＭＳＷ 

・個別調整支援（患者さんを
中心に医療機関・事業所と
の間で情報共有、仲介、調
整支援、両立支援プランの
作成支援、助成金手続きな
どの助言） 

相談 

医療機関 

職場情報・治療状況を共有 
継続的に支援 

両立プラン作成 

産業保健スタッフ 

両立支援促進員 

・相談対応（電話・メール） 

・個別訪問支援（社内制度の整
備、就業規則の見直し、進め方
について助言、管理監督者へ
の教育支援）  
・研修・セミナー 



個別相談 （平成30年度） 

  個別調整支援 ３件  （本人に同意を得て調整を図った） 

   ・がん、難病、脳血管疾患 ⇒職場復帰に至った事例…1件 
 

  相談のみ １１件 

   ・事業主からの相談によるもの・・・３事例  

    ⇒個別調整するまでもなく事業者が積極的に患者を支援 
 

   ・本人からの相談・・・８事例 

    ⇒自身で職場とのやり取りを行った方もいたが、   

      時期が告知直後、治療開始前などで、混乱したり、  

      メンタル不調をきたしたり、体調が戻らず退職したケースも              
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 個別相談支援の実際 
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患者（労働者）の意識 

 ・再発・転移の不安 

 ・会社に迷惑をかける、言い出せない。 

 ・窓口がないので相談できなかった。 （多くは職場の上司に相談） 

 ・労働者（患者）自身、職場への説明に窮している。 

    病名・治療内容は理解できても、薬剤名、半年内の見通し、治療計画 

    について理解している人が少ない。 

 ⇒自分が仕事を行う上で どのような配慮が望ましいのかが言えない。 
  

事業者の意識 

 ・病気や治療についての正しい理解、仕事量、内容の調整、制限事 

  項、配慮事項が分からない。 

 ・戦力になるのか。行ってもらえる作業はあるのか。 

 ・他の労働者からの理解が得られるか・・・ 

 ・不安や心配事の相談先が分からない。 

                 （多くは、産業保健スタッフ・社労士・家族に相談） 

 これまでの事例から… 職場復帰を妨げるもの 
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職場復帰を果たした事案から 

 ・事業者の理解と積極的な対応 “すぐに辞めないで一緒に考えよう” 

   

 ・労働者の勤労意欲の維持 

 ・医療機関・事業所間の連携 

  
  

今後の取り組み 
  ・両立支援制度について、更なる 周知啓発の工夫 
     労働者＝患者 、家族 、事業場、医療機関    
  ・関係者間の共通認識の形成と連携方法 
     労働者、家族、事業主、産業保健スタッフ、同僚、医療機関  
  ・がん診療連携拠点病院以外の医療機関との連携 
  ・個別調整支援に向けた患者・家族へのアプローチ 
   ・支援機関の利用促進 （産保センター・両立支援推進チーム） 
      

 まとめ 

「病気・治療」を正しく認識、 
支援機関に相談しながら、治療
と仕事の両立をかなえる！  
⇒患者も貴重な人材であり 
    労働力である 
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両立支援の相談は、ぜひ産保センターへ 



 県内で利用できる 支援機関を知っておこう 
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